
新春の澄んだ青空の下　
伝統のはしご乗り披露

（１月10日　平成 28年出初式）

平成 28 年 2月号　No.71

今月のみどころ
軽自動車税の税額が変わります
【くらしのカレンダー】
文化祭作品集を配布します



【グリーン化特例（平成 28年度のみ適用）】
　平成27年4月1日から平成28年3月31日までに新車新規登録した三輪および四輪以上の軽自動車で、排出ガ
ス性能および燃費性能の優れた環境負荷の小さいものについては、平成28年度分の軽自動車税の税額を軽減する特
例措置が適用されます。

グリーン化特例適用税額
標準税額
（新税額）

（ア）　概ね
75％軽減

（イ）　概ね
50％軽減

（ウ）　概ね
25％軽減

三輪（総排気量 660cc 以下） 3,900 円 1,000 円 2,000 円 3,000 円

四輪以上（総排気量
660cc 以下）

乗　用
自家用 10,800 円 2,700 円 5,400 円 8,100 円
営業用 6,900 円 1,800 円 3,500 円 5,200 円

貨物用
自家用 5,000 円 1,300 円 2,500 円 3,800 円
営業用 3,800 円 1,000 円 1,900 円 2,900 円

（ア）電気自動車・天然ガス自動車（平成21年排出ガス10％低減）
（イ）平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）のうち
　　　　乗用のもの　：平成32年度燃費基準＋20％達成
　　　　　　　　　　　〈揮発油（ガソリン）を内燃機関の燃料とする軽自動車に限る〉
　　　　貨物用のもの：平成27年度燃費基準＋35％達成
　　　　　　　　　　　〈揮発油（ガソリン）を内燃機関の燃料とする軽自動車に限る〉
（ウ）平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）のうち
　　　　乗用のもの　：平成32年度燃費基準達成
　　　　　　　　　　　〈揮発油（ガソリン）を内燃機関の燃料とする軽自動車で（イ）を除いたもの〉
　　　　貨物用のもの：平成27年度燃料基準＋15％達成
　　　　　　　　　　　〈揮発油（ガソリン）を内燃機関の燃料とする軽自動車で（イ）を除いたもの〉

　※自動車検査証の備考欄に掲載してありますので、ご確認ください。
【車検証見本】

●お問い合わせ　　税務課　住民税担当　☎22－7205
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新車新規登録年月は
こちらをご確認ください

グリーン化特例適用基準については
こちらをご確認ください
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軽自動車税の税額が変わります
　地方税の一部改正に伴い、軽自動車税の税額が変更となります。車両の種類や新車新
規登録によって、税額が異なりますのでご注意ください。

　平成28年度分から次のとおりとなります。

【原動機付自転車および二輪車などの税額】

車　　種　　区　　分
税　　　額　（年額）

平成 27年度まで 平成 28年度以降

原動機付自転車

（50cc 以下） 1,000 円 2,000 円
（50cc 超 90cc 以下） 1,200 円 2,000 円
（90cc 超 125cc 以下） 1,600 円 2,400 円
ミニカー（20cc 超 50cc 以下） 2,500 円 3,700 円

二輪
軽自動車（125cc 超 250cc 以下）※ 2,400 円 3,600 円
小型自動車（250cc 超） 4,000 円 6,000 円

小型特殊自動車
農耕作業用 1,600 円 2,400 円
その他（フォークリフトなど） 4,700 円 5,900 円

※二輪の被けん引車を含む

【三輪および四輪以上の軽自動車の税額】
◆�平成27年3月31日以前に新車新規登録済みの車（自動車検査証の「初度検査年月」が平成27年3月以前のも
の）は、現在の税額である、下表の①を適用します。
◆�平成27年4月1日以降に新車新規登録をした車（自動車検査証の「初度検査年月」が平成27年4月以降のも
の）には、新税額である、下表の②を適用します。
◆�平成28年度以降、毎年4月1日現在で新車新規登録の初度検査年月から13年を経過した車両は③を適用しま
す。
　　なお、平成28年度に③の税額の適用となるものは新車新規登録が平成14年12月までの車です。

車　種　区　分

税　　　　額　（年額）
①�平成27年3月31
日以前に新車新
規登録済みの車
　（現行税額）

②�平成27年4月1
日以降に新車新
規登録された車

③�初度検査年月か
ら 13 年を超え
る車

三輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

四輪以上
乗　用

自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円
営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

貨　物
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円
営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

※新車新規登録年月は、自動車検査証の「初度検査年月」で確認できます。

○平成28年4月2日以降に新車新規登録する場合
　平成28年度の軽自動車税は課税されません。（毎年4月1日現在の所有者に課税されます）
　平成29年度の軽自動車税から上記の表の②の税額で課税されます。
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申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に

町
民
税
・
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

受
付
期
間
　
2
月
2
日（
火
）〜
3
月
15
日（
火
）

▽�

町
か
ら
「
町
民
税
・
県
民
税
・
国

民
健
康
保
険
税
申
告
書
」
が
送
付

さ
れ
た
方

▽�

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
▽�

扶
養
さ
れ
て
い
る
方
や
病
気
、
失

業
、
学
生
な
ど
で
昨
年
中
に
所
得

が
な
か
っ
た
方
（
内
容
を
具
体
的

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

※
平
成
26
年
分
の
所
得
税
の
青
色
申

告
を
さ
れ
た
方
、
平
成
27
年
度
の
町

県
民
税
が
特
別
徴
収
（
給
与
か
ら
天

引
き
）
さ
れ
て
い
る
方
は
、
申
告
書

が
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
申
告
が
必
要
な
方
で
町
民

税
・
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申

告
書
が
届
い
て
い
な
い
方
や
、
必
要

書
類
な
ど
で
ご
不
明
な
場
合
は
税
務

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽�

税
務
署
か
ら
「
確
定
申
告
書
」
が

送
付
さ
れ
た
方

▽�

土
地
・
建
物
の
譲
渡
や
交
換
を
さ

れ
た
方（
土
地
収
用
事
業
を
含
む
）

【
給
与
所
得
者
の
場
合
】

▽�

給
与
の
収
入
金
額
が
2
，0

�
0
�0�

万
円
を
超
え
る
方

▽�

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
方

▽�

給
与
の
支
払
い
を
2
か
所
以
上
か

ら
受
け
て
い
る
方

▽
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
方

【
事
業
所
得
、不
動
産
所
得
者
な
ど
の

場
合
】

　
1
年
間
の
合
計
所
得
金
額
が
所
得

控
除
額
の
合
計
を
超
え
る
方

【
そ
の
ほ
か
、確
定
申
告
が
必
要
に
な

る
場
合
】

▽�

マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
な
ど
で
取

得
し
た
方
（
初
年
の
申
告
は
税
務

署
と
な
り
ま
す
）

▽�

10
万
円
を
超
え
る
医
療
費
を
支

払
っ
た
方
（
一
部
の
方
を
除
く
）

▽�

災
害
な
ど
で
損
害
を
受
け
た
方

（
税
務
署
で
の
申
告
と
な
り
ま
す
）

▽�
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
を

し
て
い
な
い
方

▽�

生
命
保
険
の
満
期
保
険
金
な
ど
を

受
け
取
っ
た
方

▽�

ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
方
（
事
前

に
申
請
を
提
出
さ
れ
た
方
を
除
く
）

　

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が

4
0
0
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
公

的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場

合
は
、
確
定
申
告
書
の
提
出
は
不
要

で
す
。

（
※
町
民
税
・
県
民
税
・
国
民
健
康
保

険
税
申
告
書
の
提
出
は
必
要
に
な
り

ま
す
。）

　
な
お
、
こ
の
場
合
で
も
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
方
は
、
還
付
申
告
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に

町
民
税
・
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

受
付
期
間
　
2
月
2
日（
火
）〜
3
月
15
日（
火
）

　
平
成
28
年
1
月
1
日
現
在
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
は
、
前
年
中
（
平
成
27
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
）

の
所
得
の
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
申
告
は
、
町
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
算
定
や
扶
養
家
族
の
確
認
、
ま
た
各
種
証
明
書
交
付
の
基
礎
資

料
と
な
り
ま
す
の
で
、
収
入
が
な
か
っ
た
方
も
「
町
民
税
・
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書
」
の
提
出
が
必
要
で

す
。

「町民税・県民税・国民健康保険税申告
書」の集中受付期間（町内全地区対象）
2月2日（火）〜8日（月）�（土日は除く）

○受付時間
　午前8時30分〜12時
　午後1時〜5時15分
○受付場所
　本庁舎　1階　税務課
　分庁舎　2階　
　鰍沢サービスセンター
◆�この期間は、所得税確定申告の受け付け
はできません。
◆�期間中に提出できない場合は、3月 15日
（火）まで（土日祝日は除く）に受付場所
に提出してください。
◆�所得税確定申告の受付期間中（2月 16日
〜 3月 15 日）は混雑が予想されますの
で、できるだけ集中受付期間中の提出を
お願いします。

　
次
の
事
項
に
あ
て
は
ま
る

方
は
、
町
民
税
な
ど
の
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。

次
の
事
項
に
あ
て
は
ま
る
方
は

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
で

す
。

年
金
所
得
者
で
次
に
該
当
す

る
方
は
、
確
定
申
告
書
の
提

出
が
不
要
で
す
。
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《お願い》
◆混雑を避けるため、できる限り地区別受付日に申告書の提出をお願いします。
◆期間中は窓口が大変混雑します。必要書類が不明な場合はあらかじめお問い合わせください。
◆申告相談でお待ちいただく時間をできるだけ短くするために、証明書など事前にご準備ください。
◆収支内訳書や医療費の明細書が必要になる方は、事前に作成してお持ちください。

○青色申告
○自営業、農業、不動産業所得の申告で、初めての方
○譲渡所得（土地・建物・株式）に関する申告
○株式（配当・譲渡）に関する申告
○住宅取得控除を初めて申告される方
○繰越損失がある場合の申告
○生命保険満期金の申告
○平成27年分以外（過年度）の申告
○相続税・贈与税・消費税の申告
○雑損控除、先物取引や投資信託に関する申告
※�申告内容が複雑な場合は、鰍沢税務署での申告をお願いする場合もあります。ご了
承ください。

●お問い合わせ
　〈所得税〉鰍沢税務署　☎22−3191（自動音声でご案内します）
　〈町県民税〉税務課　☎22−7205

所得税確定申告の相談および受け付け
2月16日（火）〜3月15日（火）※土日は除く
■本庁舎（南別館）

対 象 地 区 受　　　付　　　日 受 付 時 間 申告会場
最 勝 寺 2月 25日㈭　午後 3月   4 日㈮　終日

【午前】
午前 9時〜午前 11時
【午後】
午後1時15分〜午後4時

【終日】
午前 9時〜午前 11時
午後1時15分〜午後4時

本庁舎南別館
（本庁舎南隣）

天 神 中 條 2月 19日㈮　終日 3月   3 日㈭　午後
大 久 保

2月 16日㈫　終日 3月   2 日㈬　午前
平 林
𣇃 米

2月 24日㈬　午前 3月   8 日㈫　終日
小 室
小 林 2月 22日㈪　終日 3月   7 日㈪　午前
長 澤 2月 26日㈮　終日 3月   9 日㈬　午前
大 椚

2月 17日㈬　午前 2月 29日㈪　終日
髙 下
青柳町 1・2 丁目 2月 23日㈫　終日 3月   7 日㈪　午後
青柳町 3 〜 5 丁目 2月 18日㈭　午後 3月   1 日㈫　終日

町 内 全 地 区 3月 9日㈬　午後
10日㈭・11日㈮・14日㈪・15日㈫　終日

■分庁舎（北別館）
対 象 地 区 受　付　日 受 付 時 間 申告会場

鰍沢北・鰍沢中・中部 2月 17日㈬ 午後 1時 15分〜午後 4時

分庁舎北別館

鰍沢南・五開 2月 18日㈭ 午前 9時〜午前 11時
鰍沢南・五開 2月 24日㈬ 午後 1時 15分〜午後 4時
鰍沢北・鰍沢中・中部 2月 25日㈭ 午前 9時〜午前 11時
鰍沢全地区 3月   2 日㈬ 午後 1時 15分〜午後 4時
鰍沢全地区 3月   3 日㈭ 午前 9時〜午前 11時

鰍沢税務署での
申告となるもの
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峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団
の
平

成
26
年
度
決
算
の
赤
字
額
は
、

7
億
1
0
0
万
円
で
あ
り
、
2
つ
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。

①
運
転
資
金
と
し
て
金
融
機
関
か
ら

借
り
入
れ
た
7
億
3
，0
0
0
万
円

が
、
今
年
度
末
（
平
成
28
年
3
月
31

日
）
に
返
済
期
限
を
迎
え
る
。

②
そ
れ
に
よ
り
3
億
円
以
上
の
資
金

不
足
（
資
金
不
足
比
率
8
・
6
％
）

が
生
じ
て
い
る
。

融
資
は
市
川
三
郷
町
・
富
士
川
町

で
3
億
6
，5
0
0
万
円
ず
つ

短
期
貸
付
金�

2
億
1
，5
0
0
万
円

長
期
貸
付
金�

1
億
5
，0
0
0
万
円

　
こ
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
、

平
成
27
年
度
末
に
返
済
期
限
と
な
る

借
り
入
れ
分
は
、
企
業
団
の
主
な
収

入
で
あ
る
診
療
報
酬
で
返
済
し
ま

す
。
そ
の
後
、
企
業
団
の
運
転
資
金

に
不
足
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
町
と

市
川
三
郷
町
と
で
協
議
し
た
結
果
、

3
億
6
，5
0
0
万
円
ず
つ
を
企
業

団
に
融
資
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
貸
付
金
す
べ
て
を
短
期
貸

付
金
と
す
る
と
、
企
業
団
の
資
金
不

足
比
率
（
資
金
の
不
足
額
の
度
合
い

を
示
す
指
標
）
が
10
％
を
超
え
、
新

た
な
起
債（
医
療
機
器
の
更
新
な
ど
）

を
す
る
場
合
に
は
、
県
の
許
可
制
と

な
り
、
円
滑
な
事
業
運
営
が
難
し
く

な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
資
金
不
足
比
率
を
低

く
し
、
健
全
な
病
院
運
営
が
で
き
る

よ
う
に
、
融
資
額
は
2
億
1
，

5
0
0
万
円
を
短
期
貸
付
（
平
成
27

年
12
月
25
日
〜
平
成
28
年
3
月
31

日
）
で
年
度
内
に
無
利
子
の
返
済
と

し
、1
億
5
，0
0
0
万
円
を
長
期
貸

付
で
30
年
の
利
子
付
き
の
返
済
と
し

ま
し
た
。

平
成
27
年
度
の
町
の
負
担
金
は
、

1
億
3
，9
7
1
万
8
千
円

　
資
金
融
資
と
は
別
に
、
企
業
団
へ

運
営
負
担
金
と
し
て
支
出
す
る
負
担

金
は
、
平
成
27
年
度
に
国
の
地
方
交

付
税
の
算
定
基
準
が
改
正
さ
れ
、
町

に
交
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
来
年
度
以
降
も
、
金
額
は
変
わ
り

ま
す
が
継
続
し
て
支
出
し
て
い
き
ま

す
。

　
今
後
も
、
町
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
地
域
医
療

の
堅
持
と
医
療
行
政
の
充
実
を
進
め

る
た
め
、
町
の
財
政
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
抑
え
る
な
か
で
、
企
業
団
へ

の
融
資
や
負
担
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　
最
近
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後

発
医
薬
品
）
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す

る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
ど

の
よ
う
な
お
薬
か
ご
存
知
で
す
か
？

　
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
の
特
許
が

切
れ
た
後
に
つ
く
ら
れ
、
新
薬
と
同

じ
有
効
成
分
を
含
み
、
効
き
目
や
安

全
性
が
同
等
で
あ
る
と
厚
生
労
働
省

が
承
認
し
た
お
薬
で
す
。
新
薬
に
比

べ
、
開
発
期
間
が
短
く
低
コ
ス
ト
で

作
ら
れ
て
い
る
た
め
価
格
も
安
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ

て
、
飲
み
や
す
い
形
や
大
き
さ
に
変

え
る
な
ど
の
工
夫
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
患
者
さ

ん
の
お
薬
代
を
軽
減
さ
せ
る
だ
け
で

は
な
く
、
日
本
の
医
療
保
険
制
度
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
と
て
も
大

切
な
お
薬
で
す
。

　
し
か
し
、
山
梨
県
で
の
使
用
割
合

は
全
国
で
ワ
ー
ス
ト
2
位
（
協
会
け

ん
ぽ
調
べ
）
と
い
う
状
況
で
、
な
か

な
か
普
及
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
町
と
協
会
け
ん
ぽ
は

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」の
普
及
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
安
心
・
安
全
な
お
薬
で
す
が
、
医

師
に
よ
る
処
方
箋
が
必
要
で
す
。
ま

ず
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
ま
た
は

薬
剤
師
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
が
医
師
や
薬
剤
師
に
お
伝

え
し
や
す
く
す
る
た
め
、「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
」
を
町

民
生
活
課
窓
口
に
ご
用
意
し
て
い
ま

す
。
保
険
証
や
お
薬
手
帳
に
貼
っ
て

お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課　
保
険
年
金
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
9

　
全
国
健
康
保
険
協
会

　
（
協
会
け
ん
ぽ
）
山
梨
支
部

　
☎
0
5
5
―
2
2
0
―
7
7
5
0

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団
へ
支
援 

〜
運
転
資
金
の
不
足
を
解
消
す
る
た
め
〜

　
　
12
月
補
正
予
算
で
5
億
4
7
1
万
8
千
円
を
議
決

　
資
金
融
資
3
億
6
，5
0
0
万
円
／
運
営
負
担
金
1
億
3
，9
7
1
万
8
千
円

薬
も
選
ぶ
時
代
で
す
！

い
つ
も
の
薬
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
」
に
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
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移
住
・
定
住
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

移
住
・
定
住
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

【
中
山
間
地
域
等
に
お
け
る

　
住
宅
用
地
取
得
費
補
助
金
】

◆
対
象
と
な
る
地
域

　
平
林
区
、
小
室
区
、
髙
下
区
、
鰍

沢
南
区
の
一
部
（
天
戸
町
お
よ
び
駅

前
通
り
の
区
域
に
限
る
）、中
部
区
お

よ
び
五
開
区
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
方

A
：
対
象
と
な
る
地
域
に
、
住
宅
用

地
を
取
得
（
登
記
し
た
日
）
後
、
2

年
以
内
に
そ
の
住
宅
用
地
に
建
築
さ

れ
た
住
宅
に
定
住
を
開
始
し
た
方

で
、
引
き
続
き
5
年
以
上
居
住
す
る

意
思
の
あ
る
方

B
：
対
象
と
な
る
地
域
に
、
既
に
住

宅
が
建
築
さ
れ
て
い
る
住
宅
用
地
を

取
得
し
、
取
得
後
3
か
月
以
内
に
、

入
居
し
て
定
住
を
開
始
し
た
方
で
、

引
き
続
き
5
年
以
上
居
住
す
る
意
思

の
あ
る
方

※
対
象
者
の
年
齢
の
限
定
は
行
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
同
居
者
の
有
無
は
問

い
ま
せ
ん

◆
対
象
外

○
暴
力
団
員
（
家
族
の
中
に
暴
力
団

員
が
い
る
場
合
を
含
む
）
で
あ
る
場

合○
相
続
も
し
く
は
贈
与
に
よ
る
取
得

の
場
合

◆
補
助
金
の
額

　
土
地
代
金
の
3
分
の
1
以
内
で
、

80
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
B
の
方
の
場
合
で
、
土

地
代
金
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
固
定
資
産
土
地
評
価
額
に
よ
り

土
地
代
金
を
算
出
し
ま
す
。

◆
申
請
の
時
期

　
A
・
B
の
方
と
も
に
、
定
住
を
開

始
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
1
年
以
内

で
す
。

◆
そ
の
他

　
こ
の
制
度
は
、
平
成
26
年
10
月
1

日
以
降
に
住
宅
用
地
を
取
得
し
た
方

を
対
象
と
し
ま
す
。

　
所
得
は
、
一
時
所
得
に
な
り
、
確

定
申
告
が
必
要
で
す
。
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
の
適
用
と
な
り
、
補
助

金
額
は
取
得
対
価
か
ら
控
除
さ
れ
ま

す
。
詳
細
は
、
鰍
沢
税
務
署
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
企
画
課　
企
画
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
6

【
定
住
奨
励
金
】

◆
対
象
地
域

　
町
内
全
域

◆
対
象
者

①
土
地
を
取
得
（
原
因
の
日
）
し
て

か
ら
2
年
以
内
に
住
宅
を
建
築
し
、

定
住
を
開
始
し
た
方

②
土
地
付
き
の
一
戸
建
て
住
宅
を
取

得
し
、
取
得
の
日
か
ら
3
か
月
以
内

に
定
住
を
開
始
し
た
方

※
①
②
と
も
に
定
住
を
開
始
し
て
か

ら
引
き
続
き
5
年
以
上
定
住
す
る
意

思
の
あ
る
方

◆
補
助
金
額

　
固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市
計
画
税

相
当
額

◆
申
請
方
法

　
当
該
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
納
税
通
知
書
を
受
領
し
た
日

か
ら
当
該
年
度
の
10
月
末
ま
で
に
、

申
請
書
お
よ
び
添
付
書
類
を
提
出
し

て
下
さ
い
。

　
申
請
は
、
毎
年
度
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

◆
そ
の
他

　
土
地
取
得
の
原
因
の
日
が
平
成
26

年
10
月
1
日
以
降
で
あ
る
方
を
対
象

と
し
ま
す
。

　
単
な
る
住
宅
の
建
て
替
え
、
増
改

築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
は
、
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

　
固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市
計
画
税

を
完
納
し
な
い
場
合
は
、
交
付
さ
れ

ま
せ
ん
。

　
こ
の
奨
励
金
は
、「
雑
所
得
」と
な

り
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

移
住
・
定
住
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

町
で
は
、「
生
涯
」
を
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
定
住
人
口
の
増
加
お
よ
び

地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
土
地
お
よ
び
建
物
を
取
得
し

た
方
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
移
住
・
定
住
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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（
カ
ッ
コ
内
は
所
属
分
団
・
敬
称
略
）

○
山
梨
県
消
防
協
会
定
例
表
彰

　
甲
種
功
労
章

　
分
団
長　
　
堀
口　
智
（
9
）

○
山
梨
県
消
防
協
会
定
例
表
彰

　
乙
種
功
労
章

　
分
団
長　
　
堀
口
昭
義
（
1
）

　
分
団
長　
　
初
鹿
隼
人
（
2
）

　
分
団
長　
　
志
村
祐
一
（
3
）

　
分
団
長　
　
井
上
和
樹
（
4
）

　
副
分
団
長　
依
田
和
也
（
5
）

　
分
団
長　
　
望
月
一
樹
（
6
）

　
部　
長　
　
笠
井
勇
輔
（
7
）

　
分
団
長　
　
深
澤
利
彦
（
8
）

　
副
分
団
長　
深
澤
一
仁
（
9
）

○
峡
南
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長

　
定
例
表
彰

　
分
団
長　
　
神
田
高
仁
（
5
）

　
分
団
長　
　
望
月
一
樹
（
6
）

　
分
団
長　
　
齊
藤
誠
士
（
7
）

○
峡
南
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部

　
消
防
長
表
彰

　
分
団
長　
　
望
月
一
樹
（
6
）

　
分
団
長　
　
堀
口　
智
（
9
）

○
山
梨
県
消
防
協
会
峡
南
支
部

　
定
例
表
彰

　
分
団
長　
　
堀
口
昭
義
（
1
）

　
分
団
長　
　
初
鹿
隼
人
（
2
）

　
分
団
長　
　
志
村
祐
一
（
3
）

　
副
分
団
長　
依
田
隆
秀
（
4
）

　
副
分
団
長　
依
田
和
也
（
5
）

　
分
団
長　
　
望
月
一
樹
（
6
）

　
部　
長　
　
古
澤
栄
一
（
7
）

　
分
団
長　
　
深
澤
利
彦
（
8
）

　
団
員　
　
　
望
月
大
輔
（
9
）

○
永
年
勤
続
25
年
表
彰

　
団　
員　
　
川
口
信
二
（
7
）

　
部　
長　
　
樋
口
一
也
（
9
）

○
永
年
勤
続
20
年
表
彰

　
分
団
長　
　
神
田
高
仁
（
5
）

　
団　
員　
　
秋
山　
悟
（
5
）

　
分
団
長　
　
望
月
一
樹
（
6
）

　
分
団
長　
　
齊
藤
誠
士
（
7
）

　
副
分
団
長　
石
坂
健
二
（
7
）

　
班　
長　
　
柳
澤
明
仁
（
7
）

　
団　
員　
　
松
嶋
和
也
（
7
）

　
副
分
団
長　
深
澤
公
雄
（
8
）

　
班　
長　
　
野
中
昭
彦
（
8
）

○
永
年
勤
続
15
年
表
彰

　
部　
長　
　
深
澤
公
一
郎
（
4
）

　
班　
長　
　
笹
本　
聖
（
4
）

　
部　
長　
　
大
森
夏
樹
（
5
）

　
班　
長　
　
小
池
公
次
（
6
）

　
班　
長　
　
望
月　
謙
（
6
）

　
団　
員　
　
西
尾
芳
樹
（
7
）

　
班　
長　
　
望
月
英
紀
（
8
）

　
部　
長　
　
大
沢
繁
太
（
9
）

○
町
長
表
彰

　
部　
長　
　
名
執
雅
之
（
1
）

　
部　
長　
　
深
沢
浩
太
（
1
）

　
分
団
長　
　
初
鹿
隼
人
（
2
）

　
団　
員　
　
井
上
倫
範
（
2
）

　
団　
員　
　
志
村
春
樹
（
2
）

　
部　
長　
　
入
倉　
司
（
3
）

　
班　
長　
　
初
鹿
野
実
（
3
）

　
団　
員　
　
井
上
雄
也
（
4
）

　
団　
員　
　
渡
邉
和
哉
（
4
）

　
団　
員　
　
堀
内
敬
士
（
5
）

　
団　
員　
　
井
上
文
広
（
6
）

　
団　
員　
　
柳
澤
弘
征
（
7
）

　
団　
員　
　
保
坂　
裕
（
8
）

　
団　
員　
　
野
中
直
貴
（
8
）

　
団　
員　
　
望
月
大
輔
（
9
）

　
新
春
の
恒
例
行
事
で
あ
る
消
防
団
出
初
式
が
1
月
10
日
（
日
）、
利
根
川
ス

ポ
ー
ツ
広
場
に
お
い
て
団
員
2
8
0
名
が
参
加
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
団
員
が
一
糸
乱
れ
ぬ
分
列
行
進
に
て
入
場
し
た
あ
と
、団
長
訓
示
、町

長
告
辞
が
行
わ
れ
、続
い
て
長
年
消
防
団
活
動
に
従
事
し
た
団
員
に
対
し
、表

彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、町
指
定
無
形
文
化
財
の
は
し
ご
乗
り
が
行
わ
れ
、第
7
分
団
員
が
中

心
と
な
り
見
事
な
技
を
披
露
し
ま
し
た
。
今
年
は
5
人
の
新
人「
乗
り
子
」が

は
し
ご
乗
り
を
披
露
し
技
が
決
ま
る
た
び
に
、会
場
か
ら
は
拍
手
や
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。
続
い
て
、第
8
分
団
に
よ
る
規
律
と
節
度
の
と
れ
た
小
型
ポ
ン

プ
操
法
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
消
防
団
出
初
式

感
謝
状
・
表
彰
授
与
者

▲表彰される堀口第 9分団長

平
成
28
年
消
防
団
出
初
式
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○
団
長
表
彰

　
団　
員　
　
長
澤
俊
一
（
1
）

　
団　
員　
　
市
川
智
一
（
2
）

　
団　
員　
　
井
上　
卓
（
2
）

　
団　
員　
　
秋
山
真
樹
（
3
）

　
団　
員　
　
佐
野
史
剛
（
4
）

　
団　
員　
　
角
倉
亮
治
（
4
）

　
団　
員　
　
丸
山
雅
之
（
4
）

　
団　
員　
　
仙
洞
田
和
也
（
6
）

　
団　
員　
　
古
郡
弘
之
（
6
）

　
団　
員　
　
大
森　
充
（
7
）

　
部　
長　
　
保
坂　
佐
（
8
）

　
班　
長　
　
宮
崎
真
一
（
8
）

○
鰍
沢
警
察
署
長
及
び

　
防
犯
協
会
支
部
長
感
謝
状

　
分
団
長　
　
堀
口
昭
義
（
1
）

　
分
団
長　
　
初
鹿
隼
人
（
2
）

　
分
団
長　
　
志
村
祐
一
（
3
）

　
分
団
長　
　
井
上
和
樹
（
4
）

　
分
団
長　
　
神
田
高
仁
（
5
）

　
分
団
長　
　
望
月
一
樹
（
6
）

　
分
団
長　
　
齊
藤
誠
士
（
7
）

　
分
団
長　
　
深
澤
利
彦
（
8
）

　
峡
南
消
防
本
部
で
は
、
消
防
車
や

救
助
工
作
車
な
ど
の
災
害
出
動
時
は

す
べ
て
「
ウ
ー
ウ
ー
」（
サ
イ
レ
ン

音
）
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
消
防
ポ

ン
プ
隊
や
救
助
隊
と
救
急
隊
が
連
携

し
て
救
急
要
請
に
出
動
す
る
、
い
わ

ゆ
る「
P
A
連
携
」（
P
―
ポ
ン
プ
車　

A
―
救
急
車
）「
R
A
連
携
」（
R
―

救
助
工
作
車　
A
―
救
急
車
）
が
開

始
さ
れ
、
救
急
現
場
に
も
消
防
ポ
ン

プ
車
な
ど
が
出
動
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
消
防
防
災
ヘ
リ
や
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
着
陸
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
に
出
動
す
る
な
ど
、
火

災
以
外
の
出
動
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
災
害
出
動

内
容
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や

す
く
す
る
た
め
に
、
火
災
と
火
災
以

外
の
サ
イ
レ
ン
音
を
次
の
よ
う
に
区

別
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
峡
南
消
防
本
部

　
☎
0
5
5
―
2
7
2
―
1
9
1
9

◆
消
防
団
っ
て
何
？

　
消
防
団
は
、
消
防
署
と
共
に
火
災

や
災
害
へ
の
対
応
、
予
防
啓
発
活
動

な
ど
を
行
う
、
消
防
組
織
法
に
基
づ

い
た
消
防
組
織
で
す
。

◆
消
防
団
と
消
防
署
は
ど
う
違
う

の
？

　
消
防
署
は
、
常
勤
の
職
員
（
消
防

吏
員
、
消
防
官
）
が
常
時
消
防
業
務

に
専
念
し
て
い
る
の
に
対
し
、
消
防

団
は
日
ご
ろ
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
（
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
・
自
営
業
な
ど
）
に
専

念
し
、
災
害
な
ど
の
時
に
は
消
防
団

員
と
し
て
そ
の
対
応
に
あ
た
る
の
が

一
番
の
違
い
で
す
。

◆
誰
で
も
消
防
団
に
入
団
で
き
る

の
？

　
18
歳
以
上
で
、町
内
在
住
、在
勤
、

在
学
の
健
康
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も

入
団
で
き
ま
す
。

◆
火
事
や
災
害
が
起
き
た
ら
、
消
防

団
は
ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
？

　
消
防
隊
員
と
協
力
し
て
消
火
活
動

を
行
っ
た
り
、風
水
害
な
ど
の
時
は
、

水
位
の
警
戒
や
土
の
う
積
み
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
対
応
を
行
い
ま
す
。

◆
災
害
時
以
外
に
も
活
動
は
あ
る

の
？

　
災
害
対
応
の
た
め
の
訓
練
、
機
材

の
整
備
点
検
や
、
住
宅
用
火
災
報
知

機
の
普
及
活
動
や
防
火
防
犯
訪
問
な

ど
の
予
防
広
報
な
ど
、
災
害
時
以
外

に
も
地
域
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
防
災
課　
防
災
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
8

〜
あ
な
た
の
協
力
で
、

安
全
・
安
心
な
ま
ち
を
〜

消
防
自
動
車
な
ど
災
害
出
動
時
の

サ
イ
レ
ン
音
に
つ
い
て

消
防
団
員
募
集

▲長澤副団長を先頭に分列行進

▽
火
災
出
動
時

「
ウ
ー
カ
ン
カ
ン
カ
ン
」

（
サ
イ
レ
ン
音
と
警
鐘
）

▽
火
災
以
外
の
出
動
時

「
ウ
ー
ウ
ー
」

（
サ
イ
レ
ン
音
の
み
）

※�

救
急
自
動
車
を
除
く
す
べ

て
の
緊
急
自
動
車

（9）平成 28. 2 月号　No.71



電話予約＆宅配サービス電話予約＆宅配サービス
住民票・所得証明書な

どの

をご活用ください！
　町では、平日都合が悪く役場にお越しになれない場合に、住民票や所得証明書などの予約を電話で受け付け、夜
間などに交付する「電話予約サービス」と、平日の希望時間にご自宅へお届けする「宅配サービス」を実施してい
ます。ぜひご利用ください！

取得できる証明書

受け取り・配達時間

受け取り・配達場所

【住民票関係】
住民票の写し
印鑑登録証明書
【税証明関係】
所得証明書
納税証明書
課税証明書
固定資産評価証明書

平日の午前9時から午後
8時30分
（土日祝日および年末年
始は除く）
※ただし当日午後3時以
降の受付分は翌開庁日以
降に配達

宅配希望日時に自宅へお
届け
※宅配手数料は無料

平日午後5時15分から
午後8時30分

休日午前8時30分から
午後8時30分

役場本庁舎1階宿日直室
（階段手前）

宅配サービス

宅配サービス

電話予約サービス

電話予約サービス

受付日時 予約方法
平日午前8時30分から
午後5時15分
（土日祝日および年末年
始は除く）
※証明書交付日の10日
前から予約可能です

電話でご予約ください。
【住民票関係】
町民生活課戸籍担当
☎22−7208
【税証明関係】
税務課
☎22−7205

ご注意ください
※�どちらのサービスも従来の手数料は
かかります

※�法人への証明書の発行および事業者
の営業取得は対象となりません

※�申請者は本人または同一世帯員のみ
です

※�証明書の受け取りは予約した本人ま
たは同一世帯の方に限ります。（同居
していても世帯を分離している場合
はお受け取りできません）

※�証明書受取時に申請書をご記入いた
だきます

※�受取時は、証明手数料と印かん、本
人確認が必要となります（自動車運
転免許証など顔写真入りの身分証明
書が必要です）

※�おつりの用意ができませんので、お
つりのないようにお願いします

●お問い合わせ
　町民生活課　戸籍担当　☎22−7208
　税務課住民税および固定資産税担当　☎22−7205
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ご協力いただきありがとうございました

　
厚
生
労
働
省
も
勧
め
る
い
き
い
き

百
歳
体
操
を
町
で
も
取
り
組
み
始

め
、
第
1
号
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し
ま

し
た
。
鰍
沢
中
区
八
幡
町
の
「
東
田

地
区
」
に
住
む
方
々
で
す
。
10
名
程

度
で
毎
回
、
自
主
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。11
月
上
旬
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

今
で
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、

「
一
人
で
は
運
動
し
な
い
。こ
う
い
う

場
に
来
て
、
み
ん
な
が
い
る
か
ら
で

き
る
。」「
参
加
す
る
こ
と
で
、
運
動

だ
け
で
な
く
、
話
が
で
き
る
こ
と
も

嬉
し
い
。」「
お
互
い
変
わ
ら
ず
元
気

で
生
活
し
て
い
る
か
を
確
認
し
合
う

機
会
に
も
な
る
。」な
ど
の
感
想
も
、

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
い
つ
ま
で
も
健
康
な
体
を
作
る
た

め
に
必
要
と
言
わ
れ
る
「
持
久
力
運

動
」「
柔
軟
性
の
運
動
」「
筋
力
づ
く

り
運
動
」「
バ
ラ
ン
ス
運
動
」の
4
つ

の
運
動
を
含
む
約
30
分
間
の
内
容
で

す
。
D
V
D
の
映
像
を
見
な
が
ら
い

す
に
座
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
行
う
も
の

で
、
老
若
男
女
問
わ
ず
、
誰
で
も
簡

単
に
で
き
、
日
常
生
活
で
使
う
筋
肉

を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
週
に
1
回
以
上
行
う
こ
と
で
効
果

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
引
き
続
き
こ
の
い
き
い

き
百
歳
体
操
を
主
体
的
に
行
い
た
い

と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
、
応
援

し
て
い
き
ま
す
！　
仲
良
し
グ
ル
ー

プ
、
ご
近
所
同
士
、
身
内
同
士
な
ど

で
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

実
施
条
件
は
、

①
週
1
回
、
3
か
月
以
上
続
け
る
。

②
参
加
者
5
名
以
上
で
グ
ル
ー
プ
を

つ
く
る
。

③
実
施
す
る
場
所
（
公
民
館
、
空
き

家
、
自
宅
等
ど
こ
で
も
）を
確
保
し
、

テ
レ
ビ
、D
V
D
デ
ッ
キ
、血
圧
計
、

い
す
を
自
分
た
ち
で
準
備
す
る
。

の
3
つ
で
す
！

★
開
催
運
営
に
あ
た
り
、
初
回
か
ら

4
回
目
ま
で
半
年
程
度
に
1
回
、
町

の
職
員
な
ど
が
サ
ポ
ー
ト
に
入
り
ま

す
の
で
ご
安
心
下
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
―
4
6
1
5

【平成 27年国勢調査速報値】

　　富士川町　人　口……15,290 人
　　　　　　　世帯数……  5,673 戸
※この速報値は第1次の集計であり、後日公表される総務省統計局の数値と相違することがあります。
回答者の声

●お問い合わせ　　　　町民生活課　生活推進担当　☎22−7209

ご協力いただきありがとうございました

▲東田地区グループの様子

い
き
い
き

　
百
歳
体
操
っ
て
？

いきいき百歳体操

第1号のグループをご紹介

お知らせお知らせ

［調査員回収］
・�調査員が回収する事により、話
をしたり地域との絆や付き合い
が生まれてくるので良かった
（40代男性）

［ネット回答］
・時間にとらわれず、手軽に回答する事ができて良かった（40代女性）
・��家族分の入力に時間がかかったが、プライバシーが守られて良かった
（20代女性）
・大切な国勢調査が簡単にでき、短時間で済んで良かった（80代男性）
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申
し
込
み　
履
歴
書
、
資
格
が
わ
か

る
書
類
の
写
し
を
添
付
し
、
子
育
て

支
援
課
、
か
じ
か
ざ
わ
児
童
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
総
務
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
か
じ
か
ざ
わ
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
―
0
8
0
9

▼
上
下
水
道
課
職
員

　
上
下
水
道
課
の
嘱
託
職
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

業
務
内
容

・
下
水
道
施
設
維
持
管
理
お
よ
び
使

用
料
徴
収
業
務

・
簡
易
水
道
検
針
業
務
お
よ
び
使
用

料
徴
収
業
務

応
募
資
格　
町
内
在
住
で
、
概
ね
60

歳
ま
で
の
身
体
健
康
な
方
（
要
普
通

運
転
免
許
）

採
用
人
数　
1
人

採
用
期
間　
4
月
1
日
〜
平
成
29
年

3
月
31
日

募
集
期
間　
2
月
1
日
（
月
）
〜
2

月
19
日
（
金
）

選
考
方
法　
面
接

申
し
込
み　
履
歴
書
を
上
下
水
道
課

ま
た
は
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課
下
水
道
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
4

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
嘱
託
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

・
社
会
福
祉
士
も
し
く
は
保
健
師
の

資
格
を
有
す
る
方
（
要
普
通
運
転
免

許
）

※
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
経

験
の
あ
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

採
用
人
数　
1
人

採
用
期
間　
4
月
1
日
〜
平
成
29
年

3
月
31
日

募
集
期
間　
2
月
16
日
（
火
）
ま
で

選
考
方
法　
面
接

申
し
込
み　
履
歴
書
、
資
格
が
わ
か

る
書
類
の
写
し
を
添
付
し
、
総
務
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
―
4
6
1
5

嘱
託
職
員
募
集

▼
児
童
セ
ン
タ
ー
指
導
員

　
町
で
は
、
嘱
託
職
員
（
指
導
員
・

指
導
員
補
助
）
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

応
募
資
格　
児
童
厚
生
指
導
員
、
保

育
士
、
教
諭
の
い
ず
れ
か
の
資
格
が

あ
る
方

勤
務
先　

か
じ
か
ざ
わ
児
童
セ
ン

タ
ー

採
用
人
数　
1
人

採
用
期
間　
4
月
1
日
〜
平
成
29
年

3
月
31
日

募
集
期
間　
2
月
29
日
（
月
）
ま
で

選
考
方
法　
面
接

使用日 使 用 イ ベ ン ト 名 全体注文数
（はし・スプーン含む）

リユース食器数
（個）

CO2削減量
（kg）

排出されたCO2を
吸収するスギ本数

3日 青柳町 5丁目組長会　諏訪神社祭典 620 520 40.04 3

〃 東親会　飛川神社祭典に伴う催し 240 240 18.48 1

7 日 あったかおうちカフェ 85 60 4.62 0.3

8 日 甲州富士川まつり 8,140 5,940 457.38 33

12日 夢未来　アグリビジネス支援事業地域見学・交流会 250 150 11.55 0.8

14日 リトルノースキャンピンググラウンド　ひらべーしパウワウ 1,550 990 76.23 5

〃 ますほ里山暮らしを学ぶ会　ひらべーしパウワウ 120 120 9.24 0.7

15日 大柳川やすらぎの里もみじ祭り 1,250 600 46.20 3

〃 ゆずの里まつり 4,700 3,850 296.45 21

〃 ツール・ド・富士川 1,700 1,050 80.85 6

18日 富士川ファンクラブ学習会 80 80 6.16 0.4

22日 氷室の郷ふれあいまつり 1,150 1,150 88.55 6

28日 増穂南小学校　ゆずっ子文化祭 200 200 15.40 1

〃 夢未来　ゆずの里クロスカントリー＆絶景ウォーク大会交流会 460 280 21.56 2

29日 ゆずの里クロスカントリー＆絶景ウォーク大会 1,000 500 38.50 3

〃 遊美っこ　和紙で遊ぼう 130 90 6.93 0.5

合計 21,675 15,820 1,218.14 86.7

リ
ユ
ー
ス
食
器
0
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

認
定
N
P
O
法
人
ス
ペ
ー
ス
ふ
う　
平
成
27
年
11
月
利
用
分

平成 28. 2 月号　No.71（12）



月
の
観
察
会

　
天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、
月
の
観

察
会
を
行
い
ま
す
。

　
普
段
、
肉
眼
で
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
ク
レ
ー
タ
ー
や
月
を
見
て
み
ま

せ
ん
か
？　

説
明
員
が
い
ま
す
の

で
、
初
め
て
の
方
で
も
心
配
い
り
ま

せ
ん
。

　
ご
家
族
で
、
お
仕
事
帰
り
に
、
お

友
だ
ち
同
士
で
、「
月
で
も
見
て
み
よ

う
か
な
」
と
思
っ
た
ら
、
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
2
月
15
日
（
月
）

時
間　
午
後
6
時
〜
8
時
ま
で
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
好
き
な
時
間
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

会
場　
ま
す
ほ
児
童
セ
ン
タ
ー
西
駐

車
場

申
し
込
み　
不
要

参
加
費　
無
料

※
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
は
、
保

護
者
同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い

※
雨
天
・
風
・
曇
り
で
月
が
見
え
な

い
場
合
は
、
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
22
―
5
3
6
1

町
内
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

を
動
画
や
V
R
で
ご
紹
介

　
町
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
パ
ノ
ラ

マ
V
R
や
動
画
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　
『
パ
ノ
ラ
マ
V
R
』と
は
、
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
上
で
実
際
に
そ
の
場
所
に
立

ち
、
周
囲
を
3
6
0
℃
見
渡
し
て
い

る
よ
う
に
見
る
事
の
で
き
る
技
術
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
写
真
や
文
字
だ
け

の
情
報
に
加
え
、
よ
り
魅
力
的
に
施

設
の
情
報
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

各
施
設
の
情
報
は
、
外
国
の
方
々
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
多
言
語
（
中

国
語
、韓
国
語
、英
語
）表
記
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
商
工
観
光
課　
観
光
振
興
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
2

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

お
手
紙
募
集

　
N
H
K
︲
B
S
プ
レ
ミ
ア
ム
で
放

送
予
定
の
「
に
っ
ぽ
ん
縦
断　
こ
こ

ろ
旅
（
2
0
1
6
秋
の
旅
）」。
3
月

28
日
、
東
京
都
を
ス
タ
ー
ト
し
、
神

奈
川
、
山
梨
、
長
野
、
新
潟
と
日
本

海
に
抜
け
東
北
6
県
を
巡
り
、
北
海

道
を
目
指
し
ま
す
。

　
番
組
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
お
手

紙
で
旅
の
ル
ー
ト
を
決
定
す
る
た

め
、
心
に
あ
る
忘
れ
ら
れ
な
い
身
近

な
風
景
や
景
色
を
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

添
え
て
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
寄
せ
ら

れ
た
お
手
紙
を
元
に
、
旅
人　
火
野

正
平
さ
ん
が
こ
こ
ろ
の
風
景
を
訪
ね

ま
す
。

山
梨
県
の
放
送
予
定　

4
月
18
日

（
月
）
〜
22
日
（
金
）

応
募
期
限　
3
月
14
日
（
月
）
必
着

応
募
内
容　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
性
別
、
年
齢
、
思
い
出
の
場
所
、

風
景
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

応
募
方
法　
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

w
w
w
.nhk.or.jp/kokorotabi/

F
A
X�

03
―
3
4
6
5
―
1
3
2
7

郵
送　
〒
1
5
0
―
8
0
0
1

N
H
K
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

　
●
お
問
い
合
わ
せ

N
H
K
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
7
0
―
0
6
6
―
0
6
6

ま
た
は

☎
0
5
0
―
3
7
8
6
―
5
0
0
0

伐
採
し
た
木
を

差
し
上
げ
ま
す
！

　
県
峡
南
建
設
事
務
所
で
は
、
河
川

の
流
れ
を
妨
げ
る
樹
木
の
伐
採
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
に
伐

採
し
た
木
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
商
業
目
的
の
方
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

期
間　
3
月
1
日
（
火
）
午
前
9
時

〜
3
月
11
日
（
金
）
12
時
予
定

※
木
が
な
く
な
り
次
第
終
了

配
布
場
所
（
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
量

が
異
な
り
ま
す
）

▼
富
士
川
町
小
室【
戸
川
河
川
敷（
八

丁
橋
上
流
右
岸
）】

▼
身
延
町
手
打
沢
【
手
打
沢
川
河
川

敷
（
打
越
橋
上
流
左
岸
）】

※
1
軒
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
2
台
分
ま
で

と
し
ま
す

※
持
ち
出
し
の
際
の
連
絡
は
不
要
で

す※
積
み
込
み
運
搬
は
事
故
・
ケ
ガ
の

無
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す

※
事
故
・
ケ
ガ
に
つ
い
て
は
個
人
で

の
対
応
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
県
峡
南
建
設
事
務
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
県
峡
南
建
設
事
務
所　
河
川
砂
防

管
理
課　
管
理
担
当

　
☎
0
5
5
―
2
4
0
―
4
1
2
2

三
都
衛
生
組
合

『
三
都
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
』

臨
時
職
員
募
集

募
集
人
員　
1
人

業
務
内
容　
し
尿
処
理
施
設
業
務

●
お
問
い
合
わ
せ

　
三
郡
衛
生
組
合

　
☎
0
5
5
―
2
8
4
―
0
4
3
2
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鰍
沢
小
学
校
で
は
、
給
食
委
員
会

の
子
ど
も
た
ち
が
、
給
食
室
前
に
あ

る
黒
板
に
毎
日
の
給
食
に
使
わ
れ
て

い
る
食
品
を
働
き
に
よ
っ
て
3
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
書
き
入
れ
、
さ

ら
に
放
送
で
献
立
発
表
す
る
こ
と

で
、
全
校
に
給
食
の
食
材
や
、
食
に

関
心
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を

伝
え
て
い
ま
す
。

　
事
前
に
、
給
食
の
食
材
の
中
か
ら

食
品
を
選
び
、
図
書
室
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
、
文
章
は
す
べ
て
給

食
委
員
会
の
子
ど
も
た
ち
が
考
え
て

い
ま
す
。

　
た
だ
献
立
を
読
む
だ
け
で
な
く
、

そ
の
日
の
天
気
や
出
来
事
を
放
送
に

取
り
入
れ
、
全
校
の
み
ん
な
に
聞
い

て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
楽
し
い
放
送

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
日
の
献
立
は
！

　
あ
る
日
の
放
送
内
容
で
す
。

　
『
み
な
さ
ん
待
ち
に
待
っ
た
給
食

で
す
ね
、
児
童
総
会
お
疲
れ
様
で
し

た
。
授
業
も
あ
と
2
時
間
で
す
。
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
で
は
、
今
日
の

献
立
を
読
み
ま
す
。

「
麦
ご
飯
、
さ
ば
の
し
ょ
う
が
煮
、

キ
ャ
ベ
ツ
と
青
菜
の
炒
め
物
、豚
汁
、

果
物
（
夏
み
か
ん
）、
牛
乳
」

ま
か
せ
て
ね
、
今
日
の
献
立
！

〜
給
食
委
員
会
の
毎
日
の
取
り
組
み
〜

　
さ
ば
は
古
く
か
ら
食
べ
ら
れ
て
い

る
魚
で
す
。
体
長
約
30
〜
50‌

cm
で
、

背
中
の
部
分
は
青
緑
色
で
、
黒
い
模

様
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
さ
ば
を
読
む
っ
て
言
葉

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
数
を
ご
ま
か
し
て
自
分
の
利
益
を

は
か
る
と
い
う
意
味
で
す
。
た
と
え

ば
、
身
長
が
1
5
0
cm
な
の
に
、

1
5
5
cm
と
数
で
う
そ
を
つ
く
と
い

う
こ
と
で
す
。
み
な
さ
ん
は
、
さ
ば

を
読
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

ね
。今
日
も
残
さ
ず
食
べ
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
で
給
食
委
員
会
の
放
送
を
終
わ

り
ま
す
。』

　
食
材
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
食
材

か
ら
言
葉
の
意
味
に
つ
な
げ
る
楽
し

さ
、
聞
い
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
楽

し
く
聞
い
て
い
ま
す
。
食
に
つ
い
て

楽
し
く
学
び
、
食
べ
る
こ
と
が
楽
し

い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
こ
れ

か
ら
も
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　
『
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
』と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
暖
か
い
部
屋
か
ら
寒
い
廊
下
や
お

風
呂
、
ト
イ
レ
に
行
く
と
き
に
ゾ
ク

ゾ
ク
ッ
と
す
る
状
態
が
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
の
一
例
で
す
。
急
激
な
室

温
の
変
化
に
よ
っ
て
血
圧
が
急
激
に

上
昇
し
た
り
下
降
し
た
り
、
脈
拍
が

早
く
な
っ
た
り
す
る
体
の
状
態
を

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
言
い
ま
す
。

　
高
齢
者
が
家
庭
内
で
亡
く
な
る
原

因
の
4
分
の
1
は
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

が
き
っ
か
け
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
ど
ん
な
方
が
ヒ
ー
ト
シ
ョ

ッ
ク
に
な
り
や
す
い
の
か
、
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
！　
あ
て
は
ま

る
項
目
は
い
く
つ
あ
り
ま
す
か
？

□
65
歳
以
上
で
あ
る

□�

高
血
圧
や
糖
尿
病
・
動
脈
硬
化
が

あ
る

□�

肥
満
気
味
や
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
の
よ
う
な
呼
吸
に
問
題
が
あ

る
、
不
整
脈
が
あ
る

□
自
宅
の
浴
室
に
暖
房
設
備
が
な
い

□
一
番
風
呂
に
入
る
こ
と
が
多
い

□
熱
い
風
呂
が
好
き

□�

お
酒
を
飲
ん
で
か
ら
お
風
呂
に
入

る
こ
と
が
あ
る

　
あ
て
は
ま
る
項
目
の
数
が
多
い
ほ

ど
起
こ
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。予

防
方
法
は
？

☆
高
血
圧
の
人
は
入
浴
前
に
血
圧
測

定
を
す
る
。

☆
浴
室
を
前
も
っ
て
暖
め
て
お
く
。

☆
入
浴
前
に
水
分
補
給
を
す
る
。

☆
食
事
後
の
入
浴
は
避
け
る
。

☆
湯
温
は
ぬ
る
め
で
（
40
度
以
下
）

半
身
浴
を
す
る
。

☆
冬
は
室
温
を
上
げ
過
ぎ
な
い
。

☆
外
出
時
は
首
の
後
ろ
を
十
分
カ

バ
ー
す
る
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
冬
が
続
き
ま
す

が
、
温
度
差
に
気
を
つ
け
て
、
元
気

に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

鰍沢小学校
☎ 22−0055

今月は
輿石保健師です

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に

気
を
付
け
よ
う
！

▲児童が実際に放送している様子
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「
男
子
厨
房
に
入
る
べ
か
ら
ず
」と

い
う
言
葉
が
以
前
は
よ
く
使
わ
れ
ま

し
た
。
父
が
台
所
に
立
っ
た
姿
を
一

度
も
見
た
こ
と
の
な
い
私
の
よ
う

に
、明
治
や
大
正
生
ま
れ
の
男
性
は
、

「
男
は
炊
事
に
手
を
出
し
た
り
口
を

挟
ん
だ
り
す
べ
き
で
は
な
い
。
あ
れ

は
女
の
仕
事
だ
。」と
考
え
て
い
た
人

が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
女

性
も
、「
台
所
の
こ
と
は
男
が
や
る
も

の
で
は
な
い
」「
男
が
炊
事
な
ん
て
や

る
の
は
み
っ
と
も
な
い
」
と
考
え
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

で
も
、
世
の
中
は
ず
い
ぶ
ん
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
の
例
が「
男

子
ご
は
ん
」「
M
O
C
O
，S
キ
ッ
チ

ン
」
や
、
も
っ
と
以
前
か
ら
放
映
さ

れ
て
い
る
堺
正
章
の
「
チ
ュ
ー
ボ
ー

で
す
よ
！
」
な
ど
男
性
の
料
理
番
組

が
増
え
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
各
地
域
で
も
「
男
の
料
理
教
室
」

が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
参
加
者
も
回
を
重
ね
る
ご
と

に
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
料
理
は

楽
し
い
で
す
し
、
お
い
し
く
作
れ
る

と
ま
た
や
っ
て
み
た
く
な
る
も
の
で

す
よ
ね
。
片
付
け
は
面
倒
で
も
。

　

こ
こ
で
、
昨
年
の
8
月
に
オ
ウ

チ
ー
ノ
総
研
（
住
ま
い
や
暮
ら
し
に

つ
い
て
調
査
す
る
と
こ
ろ
）
が
20
〜

69
歳
既
婚
男
性
を
対
象
に
行
っ
た
料

理
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

る
と
、

Q
．
自
宅
の
キ
ッ
チ
ン
に
立
っ
て
料

理
を
す
る
頻
度
は
？

A
．
ほ
ぼ
毎
日　
約
20
％

　
　
週
に
1
回
以
上　
約
28
％

　
約
半
数
の
方
は
、週
に
1
回
以
上
、

自
宅
キ
ッ
チ
ン
で
料
理
を
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

「
ほ
ぼ
毎
日
」と
回
答
し
た
理
由
は
、

「
共
働
き
だ
か
ら
」「
料
理
が
好
き
だ

か
ら
」「
担
当
制・当
番
制
だ
か
ら
」

と
の
声
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

Q
．『
男
子
厨
房
に
入
る
べ
か
ら
ず
』

だ
と
思
う
か
？

A
．
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い　
36
％

　
　
全
く
そ
う
思
わ
な
い　
約
43
％

　
約
8
割
の
方
は
そ
う
思
っ
て
お
ら

ず
、「
時
代
錯
誤
だ
か
ら
」と
い
う
声

が
多
く
、「
今
時
、
男
も
家
事
を
す
べ

き
。
女
性
も
働
く
し
、
片
方
だ
け
が

負
担
す
る
の
は
お
か
し
い
」「
性
別
は

関
係
な
い
か
ら
」
な
ど
の
理
由
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、「
男
子

厨
房
に
入
る
べ
か
ら
ず
」
と
思
っ
て

い
る
人
が
約
21
％
。「
妻
の
仕
事
場
だ

か
ら
」
と
考
え
て
い
る
人
が
い
る
こ

と
も
分
か
り
ま
し
た
。
男
女
が
と
も

に
協
力
し
合
い
、
明
る
い
家
庭
を

作
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

［12月分］　

工　事　名　・　件　名 場　　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

災害備蓄品購入（備蓄食料） 富 士 川 町 1,522,800 東 八 防 災 ㈱

町内小中学校 ICT 機器購入 富 士 川 町 4,176,000 ㈱ Y S K  e - c o m

公共施設清掃業務委託 富 士 川 町 1,600,000 ㈱ 三 友

町民交流広場管理棟設計業務委託 鰍 沢 2,400,000 綜合建築設計事務所

東川拡幅詳細設計及び用地調査業務委託 青 柳 町 4,460,000 ㈱ 川 口 測 量 設 計

長澤・大椚地内狭隘道路概略設計業務委託 長 澤 ・ 大 椚 900,000 ㈱ケイコンサルタント

公共下水道管渠実施設計業務委託（その 4） 最 勝 寺 12,600,000 ㈱富士エンジニアリング

通学路路肩カラー化工事 鰍 沢 590,000 ㈲ 加 賀 美 塗 装 店

町道区画線設置工事 富 士 川 町 3,800,000 大 面 建 設 ㈱

鰍沢地内交差点安全対策工事 鰍 沢 870,000 高 野 工 業 ㈱

町道柳沢線舗装打換工事 鹿 島 640,000 高 野 工 業 ㈱

本町地区簡易水道石綿セメント管布設替工事（27 − 4） 鰍 沢 5,420,000 ㈲ 井 上 設 備 工 業

受配電設備更新工事 最 勝 寺 13,430,000 峡 南 電 機 ㈱

非常用照明蓄電池交換工事 天 神 中 條 1,154,000 ㈱ 大 成 電 気

町道大法師線舗装工事 鰍 沢 1,360,000 ㈱ フ カ サ ワ

町道𣇃米長沢線水路改修工事 𣇃 米 1,000,000 ㈲ 井 上 興 業

町道大久保 2 号線水路改修工事 大 久 保 1,270,000 ㈲ ラ イ ズ

富士川町下水道施設耐震化工事 青 柳 町 25,500,000 井 上 建 設 ㈱

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

男子厨房に
入る?!

富士川町
男女共同参画推進委員会
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【
チ
ケ
ッ
ト
情
報
】

好
評
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ス
イ
ー
ツ
・

　
ク
ラ
シ
ッ
クV

ol.9

■
2
月
6
日
（
土
）
発
売
開
始
！

　
毎
回
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る

ス
イ
ー
ツ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
。
第
9
回

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
見

逃
し
な
く
！

◇
開
催
日　
3
月
6
日
（
日
）

◇
開
演
時
間　
午
後
2
時

◇
入
場
料　

　
自
由
席
1
，0
0
0
円

　
（
ス
イ
ー
ツ
、
ド
リ
ン
ク
付
き
）

◇
出
演

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・

　
デ
ル
フ
ィ
ー
ネ

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
舞
台
の
音

響
設
備
改
修
工
事
を
行
う
た
め
、

臨
時
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
、
ご
不
便

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理

解
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

◇
休
館
期
間
◇

　
1
月
18
日
（
月
）
〜
3
月
末
日

※
ロ
ビ
ー
な
ど
は
、
ご
利
用
い
た

だ
け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
文
化
ホ
ー
ル
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
短　

歌
】

解
体
の
工
事
の
日
々
の
続
き
を
り
地
続
き
な
れ
ば
わ
が
家
も
揺
る
る

	

保
坂　

公
恵

伴
は
れ
ア
イ
メ
ッ
セ
に
逢
ふ
力
士
ら
に
サ
イ
ン
求
む
る
列
に
加
は
る

	

堀
之
内
と
し
子

ゆ
っ
く
り
と
落
つ
る
点
滴
幾
日
か
短
歌
『
あ
か
ね
』
を
や
め
む
と
思
ふ

	

矢
崎　

美
代

【
俳　

句
】

古
び
た
る
万
葉
辞
典
虎も

が
り落

笛ぶ
え	

渡
辺　

春
江

か
げ
り
た
る
日
の
恋
し
く
て
冬
牡
丹	

樋
口　

易
子

霜
月
の
真
打
粉
を
ふ
く
身
延
道	

矢
崎　

節
子

【
川　

柳
】

元
日
へ
絆
が
揃
う
掘
り
炬
燵	

諸
角　

和
夫

春
の
陽
を
浴
び
て
夢
追
う
風
楳
花	

小
清
水
梅
子

道
ゆ
け
ば
様
々
な
石
み
ん
な
い
い	

深
沢　
　

博

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22−8811　FAX 22−8815
http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

ますほ文化ホール通信
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委
員
長

阿
達　

絵え

菜な

さ
ん

（
鰍
沢
北
区
）

副
委
員
長

米
澤　

美み

里さ
と

さ
ん

（
鰍
沢
北
区
）

原
田　

真ま

衣い

さ
ん

（
𣇃
米
区
）

栁
澤　

梨り

緒お

さ
ん

（
鰍
沢
南
区
）

秋
山　

晃こ
う

基き

さ
ん

（
鰍
沢
中
区
）

秋
山　

亜あ

優ゆ

さ
ん

（
長
澤
区
）

浅
利　

幸さ
ち

歩ほ

さ
ん

（
青
柳
町
区
）

矢
崎　

翔
し
ょ
う

平へ
い

さ
ん

（
髙
下
区
）

竹
ノ
内　

廉れ
ん

さ
ん

（
青
柳
町
区
）

雨
宮　

友ゆ
う

翼す
け

さ
ん

（
鰍
沢
南
区
）

深
澤　

良
り
ょ
う

輔す
け

さ
ん

（
最
勝
寺
区
）

渡
辺　

彩あ
や

花か

さ
ん

（
青
柳
町
区
）

田
中　
　

育い
く

さ
ん

（
最
勝
寺
区
）

　平成28年成人式実行委員会の皆さんに
成人の門出を迎え、抱負を伺いました。
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100歳の誕生日
おめでとうございます 母子保健に貢献

読み聞かせのプレゼント

大人への第一歩
ますほ文化ホール

　朗読の会すずらんでは、子どもたちに読書に親しんでもら
おうと、町内保育所で絵本の読み聞かせを行っています。12
／19（土）に第 4保育所で行われたおゆうぎ発表会では、大
型紙芝居などを行い、特色のある保育の充実に協力していま
す。

　1月 9日（土）、平成 28年成人式が行われ、振袖や羽織はかま、
スーツ姿の新成人 166 人が大人の仲間入りをしました。式典後に
は、江宮隆之さんによる『「あたりまえ」を「ありがとう」に』と題
して、記念講演が行われました。

　1 月 10 日
（日）、
遠藤ハツヨさ
ん（鰍沢南）
が、めでたく
100歳の誕生
日を迎えられ
ました。

　秋山真澄さん（最勝
寺）は、多年にわたり
母子の健康の保持およ
び増進を図るため活動
されたとして、第 58
回県愛育大会および県
愛育連合会創立 50 周
年記念大会の席上で母
子保健功労者として知
事表彰を受けられまし
た。

消防団協力事業所認定
第1号

　1月 7日（木）、本庁舎において消防団協
力事業所表示制度の第 1号として、中部ラ
イフエナジー株式会社に表示証が交付され
ました。これは「ガス供給に携わる事業所
として、災害時の食料確保」という思いで
炊き出しセットの寄贈によるものです。

サンタさん、ありがとう

　ぴよぴよクラブひよこ（ 0〜 1歳 6ヵ月）、きり
ん（ 1歳 7ヵ月〜就園前）では、クリスマス会を行
いました。工作や先生たちのハンドベルの演奏など
を楽しんだ後、子どももお母さんもサンタさんから
プレゼントをもらいました。

◀
12
／
17
（
木
）

　
ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ
き
り
ん
の
様
子

▲受け付けや久しぶりの再会でにぎ
わうロビー

▲保坂社会教育委員長の発声で万歳三唱
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富士川CATV（11ch）では、「平成 28年成人式」を放送しま
す。ご覧ください。

2月 1日〜 7日　　①午後 2時　②午後 8時

新刊案内

どこかで春が…

【一般書】
『倒れるときは前のめり』有川浩著
『小松とうさちゃん』絲山秋子著
『異類婚姻譚』本屋有希子著　　『温泉妖精』黒名ひろみ著
『溺れる月』新野剛志著　　『異郷の友人』上田岳弘著
『その姿の消し方』堀江俊幸著　　『よこまち余話』木内昇著
『マリオネット　死仮面』折原一著
『ムーンナイト・ダイバー』天童荒太著
『坂の途中の家』角田光代著　　『年下のセンセイ』中村航著
『アシタノユキカタ』小路幸也著
『 6月 31日の同窓会』真梨幸子著　　　　　　など

【児童書】
『じまんのマフラー』『わたしのいえ』
『アカンやん、ヤカンまん』『とんでもない』
『うめじいのたんじょうび』『べんり屋、寺岡の春』
『ダンゴムシのコロリンコくん』『幼い子は微笑む』
『北をめざして動物たちの大旅行』『文房具のやすみじかん』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

2
にゃん
月2
にゃんにゃん
2日は

「猫の日」

『11ぴきのねこ』シリーズ
『ネコとクラリネットふき』
『あおい目のこねこ』
『ねこのピート』� など

日本の国の
　　始まりは…？

『にほんのたんじょう』
『やまたのおろち』
『入門古事記と日本神話』
『日本の神話（全 6）』

　　　など

【映画】
人気シリーズの第一作！
『くまのパディントン』（福音館）
〜全国ロードショー〜

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　10 万円　井上吉雄　様（長澤）
　「亡母　 様のご遺志により町の社会福祉のために」
一金　5 万円　武川則子　様（笛吹市）
　「町立第 5 保育所の保育振興のために」
土地 180㎡（鰍沢南）　樋口毅　様（青森県）
　「亡父　恒男様のご遺志により大法師公園用地のために」

戸籍の窓
自 12 月 1 日　至 12 月 31 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 性別	 保護者
	小　　　林	 志村　心翠	（ここみ）	 女	 春　樹
	青　柳　町	 飯久保寧々	（ね　ね）	 女	 貴　之
	鰍　沢　北	 㓛刀日南子	（ひなこ）	 女	 裕　介
	 〃	 熊谷　　樹	（たつき）	 男	 真太郎

およろこび（結婚）
	 地　区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
	長　　　 	 秋山　栄治	 優　子	 （ 石 川 ）
	大　　　椚	 川住　裕幸	 寿　香	 （ 𫝆 村 ）
	青　柳　町	 望月　浩城	 みゆき	 （ 清 水 ）

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
	最　勝　寺	 山本きぬゑ	 87	 明　　彦
	𣇃　　　米	 秋山 む	 92	 亮　　次
	長　　　 	 深 もと江	 92	 一　　守
	 〃	 井上　 	 102	 吉　　雄
	青　柳　町	 小池　照子	 79	 哲　　男
	小　　　室	 井上　勝男	 90	 勝　　也
	鰍　沢　北	 松野　　操	 83	 一　　仁
	鰍　沢　南	 渡邊たきの	 101	 　　彦
	 〃	 杉山　政之	 78	 正　　樹
	中　　　部	 宮崎　司郎	 74	 容　　子
	五　　　開	 堀口　隆司	 83	 智
	 〃	 望月　亀市	 88	 武　　夫

ひとのうごき（ 1月 1日現在）

人　口	 15,915 人	 （− 27）
　男	 7,726 人	 （−   8）
　女	 8,189 人	 （− 19）
世　帯	 6,311 戸	 （−   2）	 ※ (　) 内は対前月比

猫が登場する絵本
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4 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

堀口　春
はる

馬
ま

くん　5歳（最勝寺）
　新聞紙とセロハンテープでオニのお面を作りました。むらさき色で強くしました。ツノをい
ろんな色にしたところが気に入っています。このお面で怖いオニを退治するぞー !!!

芦澤　実
み
歩
お

ちゃん
（平成 26年 11月生・長澤）
父　公彦さん・母　直子さん

大久保夢
ゆ
芽
め

ちゃん
（平成 26年 7月生・長澤）
父　篤志さん・母　来夢さん

Mail:kikaku@town.fujikawa.lg.jp

詳しくはこちら 富士川町　アイドル

　お歌やお踊りが好きな夢芽
♪これからも笑顔いっぱいで
過ごそうね。

　これからもやんちゃな亜樹
をみせてね！
　やんちゃ兄弟仲良くね☆

　実歩のニコニコ笑顔が大好
き !!　これからも笑顔いっぱ
いの日々を過ごしていこう
ね！

石黒　亜
あ
樹
き

ちゃん
（写真左）

（平成 24年 11月生・小林）
父　幹さん・母　綾見さん

オ
ニ
に
変
身
‼

編
集
・
発
行
　
山
梨
県
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
役
場
／
企
画
課

〒
400−

0592　
電
話
（
0556）

22−7216


